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１　はじめに
　民家の移築についてはこれまで数々の側面について考察を試
みてきた。ところで現在行われている「民家の移築」と言えば、
昨年の紀要で扱ったいわゆる「移築」はほぼ皆無で、「保存移築」
が一般的である。「移築」と「保存移築」では性格的に何がどの
ように異なるのであろうか。
　本稿では、国指定重文における保存移築の実態を考察し、こ
れまで考察した移築との違いについて比較を行うものである。
なお、既往の研究では移築一般について前章で挙げた大森潤１）、
李明善２）のものが挙げられるが、いずれも遺漏などがあり、数
字の正確性には問題がある。
　本章では、国指定重文民家について保存移築の様子を示し、
その内容を明らかとし、全国指定重文農家に対する保存移築の
割合を示す。次いで保存移築の各例について移築の距離、年代
など、移築の諸相を明かとした上で、それらが東京都神奈川県
の両都県および全国において見られた農家の移築と差異がある
のか、考察を試みるものである。
２　国指定重文民家における保存移築の例
　国指定重文に民家における保存移築の事例は、表 19 に示した
81 例を見ることができる。なお、この内９例は町家等に関する
ものであり、差し引き 72 例が農家に関するものとなる。また、
２例は１建物につき２回の保存移築を行っているが、内１例は
町家、１例は農家についてのものである。以上を整理すると国
指定重文農家では 71 件の遺構に対して 72 例の保存移築を確認
することができる。
　都道府県別で見ると、農家において半数以上が保存移築を受
けているのが岩手県（８例中６例、75％）、福島県（６例中３例、
50％）、千葉県（４例中３例、75％）、東京都（4 例中２例、50％）、
神奈川県 （ 11 例中９例、82％）、福井県 （６例中３例、50％）、
岐阜県（ 10 例中５例、50％）、兵庫県（４例中２例、50％）、香
川県（５例中３例、60％）、宮崎県（３例中２例、67％）であり、
県内に比較的規模の大きな保存移築民家を展示する博物館等の
施設を有する都県にその傾向が顕著に見られる。
３　国指定重文農家における保存移築の諸相
　国指定重文民家における保存移築の実数は以上の通りである
が、保存移築の割合、「年代」、「距離」、「理由」、「期間」などの
諸相について、東京都及び神奈川県、全国、国指定重文の移築
事例と比較しながら考察をしてみたい。
１）保存移築の割合
　表１に国指定重文民家の棟数、保存移築の棟数、国指定重文
農家の棟数、保存移築農家の棟数について都道府県毎及び合計
を挙げ、各々について割合を求めた。
　これによれば全国では 343 棟の国指定重文民家があり、この
内前述したように 81 例 79 棟が移築を受けた民家となり、343 棟
に対する割合は 23％となる。また、国指定重文農家 260 棟に限
ると、その内保存移築を受けた農家は 71 棟、260 棟に対する割
合は 27％となる。
　東京都及び神奈川県において移築を受けた農家の割合は 13％、
全国農家での割合は７％、更に国指定重文農家における移築の
割合は５％であったが、国指定重文民家、国指定重文農家にお
ける保存移築の割合はそれらに比べていずれも大きく、特徴的
である。これらは、国指定重文民家の
現所有者が文化財民家の所有権を、例えば老朽住宅として
放棄する場合、建物だけ、又は土地共の場合、いずれにし
ても、その場合、地元公共団体による買取り保存を勧告し、
その経費に対し国の補助を配慮することとした。建物だけ
の場合は、建物の買取りでなく、移築費も当然含まれる。
このように実情に応じた対策が配慮され３）
た結果と言えよう。
　なお、参考までに国指定重文民家において移築及び保存移築
を受けた全体の数を把握しておきたい。国指定重文民家におい
て、移築を受けた民家は前述のように 16 棟、保存移築を受けた
民家が 79 棟、更に移築と保存移築の両方を受けた民家は神奈川
県所在の旧佐々木家住宅、岐阜県の田中家住宅、旧吉真家住宅、
静岡県の旧植松家住宅、宮崎県の旧藤田家住宅の５棟が存在す
る。このため、国指定重文民家 343 棟中、移築もしくは保存移
築を受けた民家の総数は 90 棟で、全体の 26％となる。更に、国
指定重文農家に限れば、移築を受けた農家が 13 棟、保存移築を
受けた農家が 71 棟、移築と保存移築の両方を受けた農家が上述
の５棟となる。つまり、国指定重文農家 260 棟中、移築もしく
は保存移築を受けた農家の総数は 79 棟で、その割合は 30％と
なる。
２）保存移築の行われた「年代」
　保存移築の行われた年代はいずれも戦後のもので、機械的に
10 年毎に区切って見ると、昭和 30 〜 39（1955 〜 1964）年が６例、
昭和 40 〜 49（ 1965 〜 74 ）年が 39 例、昭和 50 〜 59（ 1975 〜
1984 ）年が 28 例、昭和 60 〜平成６（ 1985 〜 1994 ）年が４例、
平成７〜 16（ 1995 〜 2004 ）年が３例、以後が１例となってい
る。昭和 40（ 1965 ）年代になって保存移築が急激に増加し、昭
和 50（ 1975 ）年代にかけて数多く実施されたことが分かる。ち
なみに保存移築の行われた「年代」の平均は昭和 50（ 1975 ）年
となる。これは前述したように、昭和 40（ 1965 ）年代以後に打
ち出された国による補助金制度に依るものと言えよう。
　ところで移築が実施された「年代」は 20 世紀前半までにほと
んどが集中していた。具体的には、20 世紀前半までに東京都と
神奈川県の場合、移築件数の 96％、全国では 97％、国指定重文
民家では 94％が実施されていた。これに対して保存移築は逆に
100％が戦後である 20 世紀後半以後に実施されており、顕著な
差異と言える。
３）保存移築の移動「距離」
　保存移築の移動距離は、「保存移築前の所在地」と「保存移築
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後の所在地」両者の直線距離を計測し、原則的に小数点以下を
四捨五入し、「移動距離」の欄に示した。
　その結果、国指定重文における保存移築民家全体の平均移動
「距離」は 42.9 ㎞、国指定重文農家に限っても 45.9 ㎞であった。
　東京都と神奈川県全体の平均移動距離は 4.4 ㎞、全国において
海上輸送を除いた平均移動距離は 5.3 ㎞、国指定重文民家では
4.5 ㎞、国指定重文農家では 4.7 ㎞であったが、これらと保存移
築の 42.9 ㎞には大きな差異が認められる。つまり、国指定重文
の保存移築では、移築のおよそ 10 倍に近い移動「距離」がある。
なお、国指定重文民家の保存移築 81 例中、11 例が都道府県境
を越えての移動で、この場合の平均移動「距離」は 210.3 ㎞と更
に大きい。また、同一の都道府県内における保存移築の場合で
も平均の移動 「距離」は 16.6 ㎞で、移築の場合に比べ、３〜４
倍程度の移動「距離」となっている。
４）保存移築の「理由」
　保存移築の「理由」は国指定重文の保存移築 81 例中 77 例で
明らかとなり、「火事・災害」を理由とするものはなかった。ま
た、愛知県の東松家住宅が区画整理、兵庫県の箱木家と広島県
の旛山家住宅がダム建設、岐阜県の旧若山家住宅の 2 回目保存
移築は地盤沈下、佐賀県の川打家住宅が道路拡張を理由とする
「社会的整備」を要因とするもの、鹿児島県の二階堂家が現状の
まま保存、管理が困難となったという「内的要因」で、そして
これらを除く 71 例、93％は寄贈、譲渡、譲受、買収など、「購
入等」と見なせる要因であった。また、国指定重文農家に限れば、
72 例中 67 例で「理由」が明らかとなり、この内 63 例、94％が「購
入等」とする要因であった。
　なお、国指定重文民家の保存移築全体の理由において「購入等」
に至る経緯を詳しく見ると、「新しい住宅の建築及び取り壊し」
のためが 34 例、「維持管理が困難及び老朽化」が 18 例、ダム建
設、ニュータウン建設など「社会的要因」のためが５例、「保存
活用」のためが２例、「相続税」のためが１例、「関係各位の指導」
のためが１例となっている。つまり、「購入等」とされたものでも、
そこに至るまでの要因を考察すると、「新しい住宅の建築及び取
り壊し」と「維持管理が困難及び老朽化」の理由が合わせると
52 例で、これは「理由」の判明する 76 例に対して 68％を占め
ることとなる。また、国指定重文農家に限っても、「理由」の判
明する 67 例中 47 例、70％で「新しい住宅の建築及び取り壊し」
と「維持管理が困難及び老朽化」が占める。
　東京都・神奈川県の例では「火事・災害」が 39％、「購入等」
が 30％、「社会的整備」が 21％で、全国では「火事・災害」が
38％、「購入等」が 50％、「社会的整備」が４％であった。また、
国指定重文農家の移築では理由の判明する７例中３例が「火事・
災害」、３例が「購入等」、１例が「内的要因」であった。これ
らと比較すると、「購入等」が 94％を占める国指定重文農家の
保存移築は特異な傾向であると言えよう。
５）保存移築までの「期間」
　保存移築までの「期間」は、保存移築の「年代」から建築当
初の建築年代を差し引いた数値を求めこれを保存移築までの「期
間」として求めた。但し、２回の保存移築を受けたものに対し
ては、前回の保存移築からの年数とした。
　81 例全てにおいて保存移築までの「期間」が判明し、これら
を平均すると全体では平均 218 年、１回目のみに限れば平均 223
年となる。また国指定重文農家の１回目に限れば平均 226 年と
なる。いずれの場合も 200 年を越える長期となる。
　これは、東京都・神奈川県における移築まで「期間」が平均
77 年、全国における平均 78 年に対して、いずれも３倍に近い
値であり、顕著な相違と言える。
４　国指定重文農家における保存移築の性格
　国指定重文民家と国指定重文農家における保存移築の実際を
見て、保存移築の割合、保存移築の「年代」、保存移築の移動「距
離」、保存移築の「理由」、保存移築までの「期間」について考
察を加えた。なお、国指定重文民家と国指定重文農家の間で顕
著な差異は見られなかったため、以下では国指定重文民家の移
築と保存移築の性格の差異を論じたい。
　保存移築の割合は、国指定重文民家全体の 30％で、極めて多
数と見なせる。これは既に述べたように、行政からの働きかけ
も強く影響したものと言える。
　保存移築の「年代」は、昭和 40 〜 50 年代に 67 例、全体の 83
％が集中していた。これは 20 世紀前半までに 90％以上が実施
された移築の事例とは大きく異なるものである。また、これら
の数字は、行政からの働きかけがあったとされる、昭和 40（1965 ）
年代直後に、保存移築が多数実施されたことを意味している。
　保存移築の「距離」は、平均値が 40 ㎞を越えた。移築では 4
〜 5 ㎞程度であったことと比較すると、この差は大きい。移築
では経済的な制約として近距離からの移動を想定することがで
きたが、保存移築ではこの制約が働いてはいないことを意味し
ているだろう。
　保存移築の理由は、９割を越えるものが「購入等」によるも
ので、更にその内 70％に近い事例がそこに至る経緯として「新
しい住宅の建築及び取り壊し」、「維持管理が困難及び老朽化」
を挙げている。
　また、保存移築までの「期間」は平均 227 年で、移築の３倍
に近い数字であった。
　以上をまとめると、保存移築は、割合、「年代」、「距離」、「理由」、
「期間」のいずれにしても移築とは大きく異なる性格を有したも
のと見なすことができよう。国指定重文農家における保存移築
は、行政の指導時期と「年代」を合わせて考えると昭和 40（1965 ）
年以後、20 年間を中心に多くが実施された。保存移築では国指
定重文建物の保存が第一義であるため、移動距離は移築のもの
とは異なり、長距離になることが多かった。保存移築までの「期
間」は移築の３倍弱となる平均 220 年程、「理由」は維持管理に
窮した末、寄贈などによって行われたものが数量的には多く、
その割合は国指定重文農家の 27％に及んだ。
５　小結
　以上の考察より、国指定重文民家における保存移築とは、昭
和 40（ 1965 ）年以後、行政の誘導により成立したものと言えよ
う。そして保存移築は、20 世紀前半まで盛んに行われた農家の
移築とは「年代」、「距離」、「理由」、「期間」などの諸相とは全
く異なる性格を有するものであることが明らかである。
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県　　名
保 存 移 築
の棟数 : A
重 文 民 家
の棟数 : B
A ／ B × 100
農 家 に お け る
保存移築棟数 : C
重文民家農家
の棟数 : D
C ／ D × 100
北 海 道 1 6 16.67 1 4 25.00
青　　森 5 0.00 0 3 0.00
岩　　手 7 9 77.78 6 8 75.00
宮　　城 2 5 40.00 2 5 40.00
秋　　田 1 7 14.29 1 7 14.29
山　　形 2 5 40.00 2 5 40.00
福　　島 3 6 50.00 3 6 50.00
茨　　城 1 8 12.50 1 8 12.50
栃　　木 1 5 20.00 1 5 20.00
群　　馬 3 7 42.86 1 5 20.00
埼　　玉 1 9 11.11 1 8 12.50
千　　葉 3 5 60.00 3 4 75.00
東　　京 2 4 50.00 2 4 50.00
神 奈 川 9 11 81.82 9 11 81.82
新　　潟 12 0.00 0 8 0.00
富　　山 1 9 11.11 1 7 14.29
石　　川 3 9 33.33 1 5 20.00
福　　井 3 6 50.00 3 6 50.00
山　　梨 1 7 14.29 1 6 16.67
長　　野 1 15 6.67 1 11 9.09
岐　　阜 5 15 33.33 5 10 50.00
静　　岡 1 6 16.67 1 6 16.67
愛　　知 1 5 20.00 0 3 0.00
三　　重 1 0.00 0 1 0.00
滋　　賀 1 5 20.00 1 3 33.33
京　　都 1 15 6.67 1 9 11.11
大　　阪 3 18 16.67 3 14 21.43
兵　　庫 2 5 40.00 2 4 50.00
奈　　良 2 22 9.09 1 11 9.09
和 歌 山 2 6 33.33 1 4 25.00
鳥　　取 4 0.00 0 3 0.00
島　　根 6 0.00 0 4 0.00
岡　　山 1 8 12.50 1 3 33.33
広　　島 2 12 16.67 2 7 28.57
山　　口 7 0.00 0 3 0.00
徳　　島 2 8 25.00 2 8 25.00
香　　川 3 5 60.00 3 5 60.00
愛　　媛 1 7 14.29 1 4 25.00
高　　知 1 4 25.00 1 3 33.33
福　　岡 7 0.00 0 5 0.00
佐　　賀 1 5 20.00 1 3 33.33
長　　崎 2 0.00 0 2 0.00
熊　　本 1 3 33.33 1 3 33.33
大　　分 1 4 25.00 1 4 25.00
宮　　崎 2 3 66.67 2 3 66.67
鹿 児 島 1 4 25.00 1 4 25.00
沖　　縄 6 0.00 0 5 0.00
合　計 79 343 23.03 71 260 27.31
表１　国指定重要文化財民家における保存移築の数と割合
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